
キタオットセイの回༣生態解໎への挑戦 
三谷༷子(๼海道大学） 

 キタオットセイは、ฤ道 2,000km 以上の広൥囲を回༣
し、越冬海域ではほとんど上཰せず、休息するときも༺
上にいる外༺性のල脚ྪである。൶らは広大な海をどの
ようにཤ༽しているのか。過去のඬ識再ำから、現在行
われている化学マーカーやバイオロギング手๑などによ
り໎らかになった知見を紹介する。 
 
 

マイルカ科のホイッスルはかわっている 
森阪匡通（三重大学） 

 ハクジラྪの多くの種はコミュニケーションにホイッ
スルを൅する。しかしメインとして使༽しているのはパル
ス音である種が多い。ところがマイルカ科の一෨でホイッ
スルを多༽し、そこに個体情ๅを載せるようになった。進
化的にそこで何か大きなร革が起こった可೵性がある。 
 
 

ミナミハンドウイルカの腹部斑点における 
年ྺ依存的変化 

八໨原風（近畿大学）ほか 
 ミナミハンドウイルカ(Tursiops aduncus)は加ྺに൒

い෴෨に൙点を形成する。ຌ研究は൙点ໝ༹の機೵解໎を
໪的として、൙点の出現状況と೧ྺの関係について෾析を
行った。解析には、2016 ೧から 2019 ೧に東京都御蔵島
で撮影された水中動画データを༽いた。൙点の形成開始が
初参೧ྺと重なることや൙点の拡散๏向について໎らか
にした。 

ハンドウイルカにおける視覚を༽いた種弁別 
山ຌ知཮(京都大学)ほか 

かごしま水族館のハンドウイルカを対象に、写真を༽い
た視覚による種อพ課題を実施した。ハンドウイルカを
正解、海もしくは魚を෈正解とし、トレーニング後、写
真を正位、倒ཱི、位相スクランブルで提示した。これら
の結果から、生息環境が視覚による種อพに༫える影響
を考察する。 
 
 

ダイバーから見る世界： 
身体的制༁が及ぼす認知機能への影響 

吉村直人(九州大学) ほか 
ダイバーは水中という特殊環境下で活動を行う。水中は൶
らの身体的な状態に制༁を༫える。そのような状態に置か
れた൶らの೟知的な機೵はどのようにร化するのか。我々
は水中環境下で制༁される呼吸・身体姿勢を切り口に注
意・運動知覚・記憶の観点から実験心ཀྵ学的な検討を行っ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


